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令
和
六
年
三
月
十
五
日
（
金
）、
文
化
審
議
会
は
文
部

科
学
大
臣
に
対
し
、「
西
福
寺
文
書
」
を
重
要
文
化
財
と

指
定
す
る
よ
う
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

～
重
要
文
化
財
指
定
の
流
れ
～

　

重
要
文
化
財
指
定
候
補
物
件
は
事
前
に
文
化
庁
で
調
査

↓
文
部
科
学
大
臣
は 

文
化
審
議
会 

に
指
定
す
べ
き
物
件　

　

に
つ
い
て
諮
問
。 

↓
文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
に
よ
る
審
議
・
議
決
。

↓
文
化
審
議
会
は
文
部
科
学
大
臣
に
対
し
重
要
文
化
財
に　

　

指
定
す
る
よ
う
答
申
。
☜
今
コ
コ

↓
文
部
科
学
大
臣
は
こ
れ
を
受
け
て
指
定
物
件
の
名
称
、

所
有
者
等
を 

官
報 

に
告
示
す
る
と
と
も
に
当
該
重
要
文

化
財
の
所
有
者
に
は
指
定
書
を
交
付
す
る
。

　

西
福
寺
に
は
既
に
重
文
指
定
さ
れ
て
い
る
数
々
の
仏
画

や
建
物
な
ど
の
文
化
財
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
改
め
て

西
福
寺
文
書
群
が
国
の
重
要
文
化
財
に
な
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。三
月
十
六
日（
土
）

に
北
陸
新
幹
線
が
敦
賀
延
伸

と
重
な
る
快
挙
（
と
関
係
者

は
思
っ
て
い
ま
す
）
で
す
。

西
福
寺
の
建
物
修
復
事
業
も

半
ば
で
す
が
、
こ
の
事
業
の

後
押
し
に
も
な
る
嬉
し
い
出

来
事
で
す
。

　
　

博
物
館
講
演
会
の
ご
報
告

　

令
和
五
年
十
月
二
十
八
日
（
土
）、
き
ら
め
き
み
な
と

館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所　

教
授
・
塚
本
麿
充
氏
に
よ
る
「
内
海
吉
堂
と
「
中
国
」
ー

画
業
と
生
涯
か
ら
―
」と
題
し
た
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

特
別
展
で
判
明
し
た
史
実
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
後
年
は
中

国
絵
画
の
鑑
定
士
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
吉
堂
の
画
業

の
一
端
を
分
か
り
や
す
く
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
人
数
は
五
十
四
名
で
し
た
。

　

令
和
五
年
十
二
月
十
七
日
（
日
）、
博
物
館
三
階
講
堂

に
お
い
て
、
福
井
県
立
博
物
館
主
任
学
芸
員
・
有
馬
香
織

氏
に
よ
る
「
刀
工
冬
廣
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
た
講
演
会

が
あ
り
ま
し
た
。
若
狭
所
縁
の
刀
工
・
冬
廣
に
つ
い
て
現

時
点
で
判
明
し
て
い
る
史
実
も
交
え
、
そ
の
業
績
や
そ
の

時
代
の
刀
工
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
三
十
一
名
で
し
た
。

　

令
和
六
年
一
月
十
三
日
（
土
）、
き
ら
め
き
み
な
と
館

小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
奈
良
大
学
教
授
・
外
岡
慎
一
郎
氏

に
よ
る
「
第
21
回
吉
継
カ
フ
ェ
・
大
谷
吉
継
と
蜂
屋
頼
隆
」

と
題
し
た
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。
吉
継
の
前
の
敦
賀
城

主
・
蜂
屋
頼
隆
に
つ
い
て
、
史
実
的
な
観
点
か
ら
、
そ
の

生
涯
や
業
績
を
分
か
り
や
す
く
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
人
数
は
一
〇
四
名
で
し
た
。
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文化振興ニュース

西福寺文書が重要文化財に答申されました！＆講演会等ご報告

大谷吉継禁制（西福寺文書より）



        

                            

友
の
会
会
長　

川
村　

俊
彦

   

紫
式
部
は
、
越
前
に
下
る
前
、
後
に
夫
と
な
る
藤

原
宣の

ぶ
た
か孝

か
ら
「
唐か

ら
ひ
と人

見
に
行
か
む
」
と
誘
わ
れ
た
。

長
徳
元
年
（
９
９
５
）
九
月
、
若
狭
国
に
来
着
し
た

宋
の
商
人
・
朱し

ゅ
じ
ん
そ
う

仁
聡
一
行
七
十
人
が
敦
賀
に
滞
在
し

て
お
り
、
そ
の
物
見
に
託か

こ
つけ

た
デ
ー
ト
の
誘
い
で
あ

る
。
彼
女
は
つ
れ
な
い
返
事
を
残
し
、長
徳
二
年
夏
、

父
・
藤
原
為た

め
と
き時

の
越
前
国
司
下
向
に
随
行
し
て
武
生

に
赴
く
。
翌
年
、
春
に
氷
が
解
け
る
よ
う
に
貴
女
の

心
も
私
に
打
ち
と
け
て
と
い
う
男
の
求
愛
に
、「
春

な
れ
ど　

白し
ら
ね嶺

の
み
ゆ
き　

い
や
つ
も
り　

解
く
べ

き
ほ
ど
の　

い
つ
と
な
き
か
な
」（
春
に
な
っ
て
も

白は
く
さ
ん山

の
雪
は
い
よ
い
よ
積
り
、
そ
の
雪
の
よ
う
に
私

の
心
が
解
け
る
の
も
何
時
に
な
る
こ
と
か
し
ら
）
と

冷
や
か
に
返
し
て
い
る
（『
紫
式
部
集
』
二
八
）。

　

宣
孝
に
と
っ
て
敦
賀
で
の
逢
瀬
は
叶
わ
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
紫
式
部
個
人
と

し
て
の
敦
賀
と
の
関
り
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　

父
・
為
時
は
、
文

も
ん
じ
ょ
う
し
ょ
う

章
生
出
身
の
学
者
で
漢
詩
文

に
秀
で
た
当
代
一
流
の
知
識
人
で
あ
っ
た
。
越
前
国

司
の
補ぶ

に
ん任

に
あ
た
っ
て
も
、
申も

う
し
ぶ
み文

（
願
書
）
の
漢
詩

に
心
打
た
れ
た
藤
原
道
長
が
一
条
天
皇
の
叡え

い
ら
ん覧

に
供

し
て
実
現
し
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
が
、
つ
ま
り
は

博
多
と
並
ぶ
要
港
で
あ
っ
た
敦
賀
津
に
お
け
る
宋
人

へ
の
応
対
が
期
待
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

実
際
に
、
為
時
は
国
司
在
任
中
、「
覲き

ん
え
つ謁

の
後
、

詩
を
以
て
大
宋
客
の
羌

き
ょ
う

世せ

昌し
ょ
うに

贈
る
。
藤と

う

為
時
」
と

題
す
る
七
言
律
詩
を
残
し
て
お
り
（『
本

ほ
ん
ち
ょ
う朝

麗れ
い

藻そ
う

』）、

宋
人
と
の
応
酬
の
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。

　

紫
式
部
自
身
も
、
も
と
よ
り
和
歌
に
つ
い
て
は
曾

祖
父
・
兼か

ね
す
け輔

（
堤
中
納
言
）
以
来
の
血
脈
の
歌
才
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
漢
詩
文
や
史
書
の
素
養
に
つ
い

て
も
、
父
親
譲
り
の
博
識
で
あ
っ
た
。

　
『
源
氏
物
語
』
第
一
帖
「
桐き

り
つ
ぼ壺

」
に
は
、
若
宮

の
将
来
を
案
じ
た
帝み

か
ど

が
、
高こ

ま
う
ど

麗
人
の
優
れ
た
相そ

う
に
ん人

（
人に

ん
そ
う相

見み)

に
み
せ
る
た
め
鴻こ

う
ろ
か
ん

臚
館
に
遣
わ
す
場
面

が
あ
る
。
こ
の
観
相
に
基
づ
い
て
、
若
宮
は
「
光
源

氏
」
と
呼
ば
れ
、
帝
王
と
臣
下
と
の
間あ

わ
いに

位
す
る
存

在
と
し
て
描
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
い
う
高
麗
人
と
は
、
渤ぼ

っ
か
い海

人
を
念
頭
に
置

い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
渤
海
使
節
の
大
使

が
、
我
国
の
貴
人
を
観
相
し
、
そ
の
将
来
を
予
見
し

た
実
例
が
、『
文も

ん

徳と
く

実
録
』（
嘉
祥
三
年
五
月
壬
午
条
）

や
『
三
代
実
録
』（
元
慶
八
年
光
孝
天
皇
即
位
前
記
）

に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

   

ま
た
、
第
六
帖
「
末す

え
つ
む摘

花は
な

」
に
は
、
零
落
し
た
公

家
の
姫
君
が
纒
う
古
風
な
上
着
と
し
て
、
黒ふ

る
き貂

の

皮か
わ
ぎ
ぬ衣

が
出
て
く
る
。
こ
れ
も
、
か
つ
て
渤
海
か
ら
の

交
易
品
で
あ
っ
た
黒く

ろ

貂て
ん

や
豹ひ

ょ
うの

毛
皮
が
、
紫
式
部
の

数
世
代
前
に
上
流
貴
族
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
流

行
し
た
と
い
う
事
情
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　

渤
海
国
は
九
二
六
年
に
滅
亡
し
た
も
の
の
、
そ
れ

ま
で
高こ

ま麗
と
い
え
ば
渤
海
を
指
す
の
が
通
例
で
（
朝

鮮
の
高こ

う
ら
い麗

王
朝
成
立
は
九
一
八
年
）、
八
世
紀
半
ば

頃
か
ら
一
〇
世
紀
初
頭
ま
で
、
我
が
国
に
と
っ
て
彼

の
国
は
最
も
親
密
な
隣
国
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
渤
海
の
人
と
物
の
記
録
や
記
憶
を
、
史
書
に

通
暁
し
た
こ
の
作
家
は
創
作
に
生
か
し
た
の
だ
。

   

渤
海
と
言
え
ば
、
敦
賀
津
に
は
渤
海
使
節
一
行
を

迎
接
し
た
松
原
客
館
が
あ
っ
た
の
も
彼
女
な
ら
承
知

し
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
な
お
の
こ
と
唐
人
を
見
に
敦

賀
津
へ
来
た
筈
だ
と
思
う
の
だ
が
…

    

冬
籠
り
の
徒つ

れ
づ
れ然

に
頭
に
浮
か
ん
だ
妄
想
で
あ
る
。

   

何
の
確
証
も
な
く
答
は
不
明
だ
が
、
一
つ
確
実
な

の
は
、
紫
式
部
が
敦
賀
を
通
過
し
た
際
、
往
路
に
越

え
た
塩
津
山
＝
深
坂
古
道
（『
紫
式
部
集
』
二
三
）、

そ
し
て
復
路
の
か・

 
　
・
 
　
・

へ
る
山
＝
木
ノ
芽
古
道
（『
同
前
』

七
一
）
は
今
も
残
っ
て
い
る
。
現
地
で
、
私
た
ち
は

大
作
家
の
若
き
日
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
新

緑
の
頃
に
で
も
訪
ね
て
み
る
と
し
よ
う
か
。

れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより

れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより

紫
式
部
は
唐
人
を
見
に

敦
賀
へ
来
た
だ
ろ
う
か



◯
令
和
６
年
度
展
示
の
ご
案
内

　

令
和
６
年
度
は
敦
賀
や
敦
賀
市
立
博
物
館
を
代
表

す
る
文
化
財
や
歴
史
的
ト
ピ
ッ
ク
を
順
次
取
り
上
げ

た
企
画
展
シ
リ
ー
ズ
「
つ
る
が
、
発
見
！
～
敦
賀
の

歴
史
を
深
掘
・
探
検
～
」
を
実
施
し
ま
す

▼
一
・
ニ
階
展
示
室

平
常
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　

三
月
十
五
日
（
金
）
～
四
月
二
十
一
日
（
日
）

　

一
・
二
階
展
示
室
で
開
催
の
平
常
展
で
は
、
一
～

二
か
月
の
期
間
で
一
部
の
コ
ー
ナ
ー
を
入
れ
変
え
な

が
ら
通
史
展
示
を
し
て
い
ま
す
。
三
月
十
六
・
十
七

日
の
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
を
記
念
し
、
展
示
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。
同
時
に
三
階
で
は
「
敦
賀
の

名
品
展
」
と
題
し
、
博
物
館
資
料
の
中
か
ら
名
品
を

選
ん
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

▼
二
・
三
階
展
示
室

　

第
１
期　
「
海
湖
と
繫
が
る
敦
賀
の
鉄
道

　
　
　
　
　
　
　
　

～
終
着
駅
か
ら
始
ま
っ
た
～
」

　
　

四
月
二
十
四
日
（
水
）
～
六
月
十
六
日
（
日
）

　

北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
を
記
念
し
て
、
館
蔵
の
鉄

道
資
料
を
中
心
に
、
鉄
道
と
深
く
か
か
わ
っ
て
き
た

敦
賀
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

■
イ
ベ
ン
ト　

鉄
道
遺
跡
歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　

四
月
二
十
九
日
（
月
）・
五
月
六
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

※
四
月
十
六
日
よ
り
予
約
受
付
開
始

▼
二
・
三
階
展
示
室

第
２
期　
「
敦
賀
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
品
選
（
仮
）」

　
　

六
月
十
九
日
（
水
）
～
八
月
二
十
五
日
（
日
）

　

独
自
の
美
意
識
で
収
集
さ
れ
た
博
物
館
が
誇
る
日

本
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

　

※
前
後
期
で
展
示
替
え
を
い
た
し
ま
す
。
後
期
は　

　
　

七
月
二
十
三
日
（
火
）
よ
り

▼
二
・
三
階
展
示
室

第
３
期 「 『
お
く
の
ほ
そ
道
』
と
敦
賀
」

　
　
　
　
　
　
　
同
時
開
催
「
天
狗
党
関
係
資
料
展
」

　
　

八
月
二
十
七
日
（
火
）
～
十
一
月
十
四
日
（
月
）

　

元
禄
二
年
の
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
旅
で
俳
聖
芭

蕉
が
遊
ん
だ
敦
賀
の
俳
諧
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
天
狗
党
に
関
わ
る
資
料
を
平
常
展
の
一

部
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
イ
ベ
ン
ト　
天
狗
党
遺
跡
歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
予
定
）

▼
二
・
三
階
展
示
室

第
４
期  「
日
本
横
断
！
運
河
計
画
」

　
　

十
月
十
八
日
（
金
）
～
十
一
月
二
十
四
日
（
日
）

　

敦
賀
湾
か
ら
琵
琶
湖
の
間
に
運
河
を
通
し
、
日
本

海
と
太
平
洋
を
繋
げ
る
。
こ
ん
な
途
方
も
な
い
大
運

河
計
画
が
、
実
は
昔
か
ら
大
真
面
目
に
検
討
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
疋
田
の
舟
川
は
、
そ
の
計
画
が
一
部
実

現
し
た
歴
史
的
遺
構
で
す
。
新
幹
線
が
延
伸
し
、
新

た
な
交
通
の
歴
史
が
刻
ま
れ
る
「
古
代
か
ら
の
交
通

の
要
衝
・
敦
賀
」
を
象
徴
す
る
大
運
河
計
画
に
つ
い

て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
イ
ベ
ン
ト　

　

歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
展
示
記
念
講
演
会（
予
定
）

　
▼
三
階
展
示
室

第
５
期  「
行
き
交
う
人
々
、
交
わ
る
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　

～
み
な
と
ま
ち
敦
賀
の
美
～
」

　
　

十
一
月
二
十
八
日
（
木
）
～
一
月
十
三
日
（
月
）

　

敦
賀
に
ゆ
か
り
を
持
つ
美
術
品
か
ら
、
江
戸
か
ら

明
治
時
代
に
か
け
て
展
開
し
た
み
な
と
ま
ち
敦
賀
の

文
化
を
見
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
敦
賀
の
人
々
と
都

の
絵
師
、文
人
た
ち
と
の
交
流
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

▼
三
階
展
示
室

第
６
期  「
敦
博
刀
剣
資
料
優
品
展
」
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[ 編集後記 ]
　３月１６日（土）の北陸新幹線敦賀延伸で、やっと実感が湧いて
きた今日この頃、皆さんはもう新幹線に乗車されましたか？みな
とつるが山車会館の関係者が事前の試乗会に呼ばれた機会にあわせ
て、博物館某職員もその尻馬に乗りまんまと乗車してきました。ご
み捨ては禁止、当然飲酒も禁止というルールなどはありますが、な
んと福井駅まで十数分程度で着いてしまうという便利さです。乗車
賃金はお高くなりますけどネ…。

博物館友の会だより１０１号

令和６年３月３１日発行
発行　敦賀市立博物館友の会
事務局　敦賀市相生町７ー８

     TEL 0770-25-7033
     FAX 0770-47-6131

 E-MAIL museum@ton21.ne.jp

事
務
局
長
の
期
待
と
つ
ぶ
や
き
・
・
・

　
　

二
〇
二
四
年
三
月
十
六
日
に
北
陸
新

幹
線
敦
賀
駅
開
業
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
で
長
野
ー
敦
賀
間
の
開
通
と
な

り
北
陸
新
幹
線
の
名
と
体
が
い
よ
い
よ

揃
っ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
が
交
通
網
の

要
衝
で
あ
る
敦
賀
に
新
幹
線
が
連
結
で

き
た
事
は
、
人
や
物
の
動
き
に
劇
的
な

変
化
を
も
た
ら
す
事
が
期
待
さ
れ
、
敦

賀
が
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
理
由
と

な
る
事
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
百
年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
到
来

気
運
の
な
か
JR
敦
賀
駅
を
起
点
に
商

業
施
設
が
増
え
て
市
内
の
様
子
は
大
き

く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
開
業
が

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
こ
こ
か
ら
が
始
ま
り

で
す
。
益
々
の
拡
充
を
目
指
し
て
、
国

内
各
地
か
ら
優
秀
な
講
師
達
が
招
聘
さ

れ
、
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
新
規
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
人
が
増
え
る
事
が
今
後
も
期
待
さ
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
町
の
賑
い
に
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
を
読
み
と
っ
た
県
内
外
か

ら
事
業
参
入
が
見
込
め
る
こ
の
状
況
は
、

一
九
〇
二
年
の
東
京
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

最
短
路
を
現
実
に
し
た
敦
賀
ー
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
間
の
直
通
航
路
開
始
で
あ
っ

た
り
、
豊
臣
氏
家
臣
で
あ
っ
た
蜂
屋
頼

隆
や
大
谷
吉
継
の
も
と
飛
騨
の
金
森
長

近
の
元
家
臣
で
あ
っ
た
糸
屋
彦
二
郎
、

近
江
国
守
山
出
身
の
高
嶋
屋
伝
右
衛

門
、
同
じ
く
高
島
郡
出
身
の
田
中
清
六
、

そ
し
て
道
川
三
郎
左
衛
門
や
越
後
屋
兵

太
郎
た
ち
が
敦
賀
の
初
期
豪
商
と
し
て

活
躍
し
た
時
代
と
同
じ
よ
う
に
、
優
秀

な
人
材
や
投
資
が
敦
賀
に
も
た
ら
さ
れ

る
時
代
の
始
ま
り
を
予
感
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点
で
は

決
定
で
は
な
い
で
す
が
、
新
幹
線
開
業

を
祝
う
た
め
敦
賀
へ
や
っ
て
く
る
航
空

自
衛
隊
第
４
航
空
団
第
11
飛
行
隊
（
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
）
は
被
災
地
能
登
を

経
由
す
る
計
画
だ
そ
う
で
す
。

　

一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
興
の
祈

り
、
北
陸
新
幹
線
の
新
大
阪
延
伸
、
果

て
は
日
本
海
側
を
繋
ぐ
「
北
陸
×
青
函

圏
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
想
い
を
馳
せ
て

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
演
目
を
眺
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

◯
令
和
６
年
度
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

■
講
演
会
情
報　

第
二
十
二
回　

吉
継
カ
フ
ェ

　
［
講
師
］
奈
良
大
学
教
授　

外
岡
慎
一
郎
氏

　
［
会
場
］
き
ら
め
き
み
な
と
館
（
予
定
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
不
要
／
参
加
無
料

　
［
開
催
日
］
十
二
月
か
翌
一
月
頃　

　

恒
例
の
戦
国
武
将
・
大
谷
吉
継
に
関
連
す
る

連
続
歴
史
講
座
を
今
年
度
も
開
催
し
ま
す
。

　

大
谷
吉
継
研
究
最
前
線
で
す
。
皆
様
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　

一
月
十
五
日（
水
）～
二
月
二
十
四
日（
月
）

　

敦
賀
市
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
刀
剣
か
ら
郷

土
ゆ
か
り
の
貴
重
な
刀
剣
を
中
心
に
紹
介
い
た

し
ま
す
。

文
化
振
興
ニ
ュ
ー
ス
（
お
ま
け
）

　

松
原
神
社
（
敦
賀
市
松
原
町
）
に
あ
っ
た
天

狗
党
が
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
鯡

に
し
ん
ぐ
ら蔵

（
市
指
定

文
化
財
）
の
、
松
原
公
民
館
跡
地
へ
の
移
設
が

完
了
し
て
い
ま
す
。
近
く
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

が
で
き
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。
後
は
令
和
６

年
度
中
の
お
披
露
目
を
待
つ
ば
か
り
で
す
。


